W-３年【２５】運命の木―姫路城の大柱―


１　●そびえ立つ柱を見上げながら、加藤はどんなことを考えていただろう。

２　●牛尾のどんな思いに触れ、瀬加村の人たちはご神木を譲ることを決断したのだろう。

３　●木曽の人たちを、誰も足を踏み入れたことのないような山中に向かわせたものは何だったのだろう。

４　●「シンバシラ オレタ ムネン」の電報を加藤はどんな思いで握りしめていただろう。

５　●棟梁の和田はどんな思いで加藤のもとを訪ねたのだろう。

６　●運命の木に込められたみんなの思いとは、どんなものだったのだろう。

７　●この時間に感じたこと、考えたことをまとめてみよう。
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